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かわさきSDGsパートナーに
登録されました
SDGsの活性化を目指し、事業者のSDGs達成に向けた取り組み

を支援することを目的とした「かわさきSDGsパートナー」制度が川崎
市により創設されました。
当社は2020年の10月に登録された「かながわSDGsパートナー」

に引き続き、2021年7月30日に「かわさきSDGsパートナー」として
も登録されました。
SDGs（持続可能な開発目標）は、2015年に国連で採択された

「2030アジェンダ」に掲げられた、国際社会全体で取り組むべき世
界共通の目標です。
SDGsでは「誰一人取り残さない」ことをキーワードに、国や自治

体、企業、市民など全てのステークホルダーが役割を担い、SDGsに掲げられた17のゴールと169の
ターゲットの達成を目指して取り組むことが求められています。
当社では、SDGsへの貢献に向けて、主に以下を取り組んでいます。

今後も引き続き、情報通信技術の活用による社会的課題の解決を通じ、国際的な枠組みである
SDGsに貢献してまいります。

● 仕事と子育てを両立できる働きやすい職場環
境づくり（くるみん認定取得）。

● 女性技術者を増やし、雇用環境の整備を行っ
てジェンダー平等を推進。

● 障害を持つ方が安心して働ける、働きがいの
ある職場づくり。

● 従業員の生活に合わせた働き方ができるよう
勤務時間を調整するための取り組みや制度。

●自社製品開発（『V-Boot』、
『V-Class』、『V-Recover』、
『リモートアクセスシステム』
など）のICTインフラ開発で、
お客様の持つ課題の解決
や、経済発展に貢献。

● EMS活動を通じて、電力、ガスの
使用量を削減しCO2削減。

● 多摩川美化活動、三浦海岸清掃、
大阪市の公園清掃を行うことで、
川や海に流れるゴミを低減し海
洋汚染防止に貢献。
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株主の皆様へ

2020年6月の社長就任から、新型コロナウイルス
への対応は最重要課題でした。優先すべきは社員の
安全と感染拡大防止への対策、そしてお客様やエン
ドユーザーに迷惑を掛けないための対策、つまり行動
制限等が求められる状況においても開発が継続でき
る環境の迅速な整備です。
具体例としては、感染対策に関する対応方針の策
定と徹底、テレワークの推進やそれを支えるネット
ワークの増強を行いました。一方で昨年は新人研修
をテレワークで実施しましたが、学校を卒業したばか
りの新人を対象とするには、コミュニケーションなど
幾つかの課題が散見されたことから、今年の新人研
修は感染対策を徹底したうえで、研修会場での集合
形式で実施しています。

このように、経験を活かし、試行錯誤しながらの取
り組みも、ようやく軌道に乗せることができました。

当中間期は、増収増益となりました。巣ごもり需要
によるEコマース関連が好調だったことに加え、テレ
ワークに対応した開発環境が整ったことから、分散型
と集合型をうまく融合した開発体制で、柔軟に対応で
きたことが主な理由です。
通期業績も増収増益を予想しています。インター

ネットビジネスを背景としたオープンシステムの受注
は引き続き好調であり、「5G」や「IOWN※」などの新
しいネットワーク構想を背景とした通信システムの受
注も当下半期から来期にかけて加速すると期待して
います。
懸念材料としては、世界的な半導体の供給不足に

よるパソコン供給の遅れが、文教分野をターゲットと
した自社製品のビジネスに影響していますが、主力の
ソフトウェア開発関連事業が好調なことから、通期業
績に与える影響は軽微であると考えています。
これからも着実に受注を進め、目標達成を目指し
ていきます。

先ほど申し上げたように外部環境は好調で、新し
い開発需要が数多く発生しています。特に増加して
いるインターネットビジネスの開発においては、ア
ジャイルというユーザーの要求に機敏に対応するこ
とに適した開発手法や、クラウドの活用など、新しい
開発スタイルが求められています。
当社はこの状況に対応するため、ここ数年、アジャ

イル、クラウドなどの新しい技術に対応できる人材の

育成に力を注いできました。この結果、お客様のニー
ズにお応えすることができました。

当社は、プロパー中心の開発体制を大切にし、品質
の高いシステムを提供することで、他社との差別化を
図っていますので、先ずは、優秀な人材の確保と、新
しい技術に対応できる技術者を育成することが重要
です。
デジタルトランスフォーメーション（DX）により、
データやデジタル技術の活用が進み、ビジネスモデ
ルが変化していくことで、ソフトウェアの開発も増えて
いくと予想しますが、当社がさらに成長していくため
には、開発の部分を請け負うだけでなく、お客様の立
場で新しいビジネスを考える上流工程にもチャレンジ
する必要があると考えています。これは難易度の高い

ひとつ上のステージへのチャレンジとなりますが、先
ずは着実に、小規模案件から取り組むことを進めてい
きます。これによりビジネスの幅を拡げ、社会に貢献
していきたいと考えています。

当社は2022年10月で創立50周年という大きな
節目を迎えます。今日まで多大なるご支援をいただ

いた株主の皆様への感謝と、新しい未来に向け進化
し続ける意志を社員に示す想いをデザインし、記念ロ
ゴを制作いたしました。

当社はこれまでの歩みの中で培ったものを大切に
継承し、そしてさらなる飛躍に向け、挑戦を続けてま
いります。
株主の皆様には今後も、ご理解・ご支援を賜ります

よう、お願い申し上げます。

代表取締役社長

齋藤　潔

2021年12月

新技術に対応するエンジニアの育成に注力し、
　　　　　  変化の激しいDX時代においても着実な 成長を目指します

プロパー主義の開発体制を一層強化し、
上流工程の業務拡大へチャレンジ

今後のさらなる成長への
方針をお聞かせください。

Q

4

長年のご支援に深謝するとともに、
未来の成長にご期待ください

最後に株主の皆様へ
メッセージをお願いします。

Q

5

新しい技術に対応できるエンジニアの育成が
Eコマース関連の受注増に貢献

好調を維持・牽引している
要因についてお聞かせください。

Q

3

分散型と集合型の開発体制融合で、
好調な需要環境へ柔軟に対応し、増収増益

中間期の業績と通期の見通しを
お聞かせください。

Q

2新型コロナウイルス感染拡大防止対策の徹底と、
コロナ禍に対応する開発環境の迅速な整備

社長に就任して1年が経ちましたが、
これまで特に注力したことについて
お聞かせください。

Q

1

※ NTTが提唱する次世代のネットワーク・情報処理基盤の構想。
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事業概況のご報告

事業区分別の概況（売上高）売上高売上高
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ネットワークマネジメント及びモバイルネットワーク関連の売り上げ
が増加したことにより、売上高は4,755百万円（前年同期比10.5%
増）となりました。

通信
システム

流通・サービス及び情報通信関連の売り上げが増加したことにより、売上高は10,643百万円（前年同期比14.0%増）となりました。オープンシステム

売上高営業利益
中間期 通期
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3,000

（百万円）

車載システム関連の売り上げが減少し
たことにより、売上高は555百万円（前
年同期比9.5%減）となりました。
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5G関連の売り上げは増加しましたが、ネッ
トワークプラットフォーム（サービスの共通
基盤）関連の売り上げが減少したことに
より、売上高は1,259百万円（前年同期比
4.3%減）となりました。
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文教ソリューション関連の売り上げが増
加したことにより、売上高は256百万円
（前年同期比10.3%増）となりました。

その他

5G関連の売り上げが増加したことによ
り、売上高は1,202百万円（前年同期比
10.9%増）となりました。

モバイルネットワーク

放送用の通信ネットワーク関連の売り
上げが増加したことにより、売上高は
2,293百万円（前年同期比20.6%増）
となりました。
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官公庁向けシステム関連の売り上
げは増加しましたが、エネルギー関
連の売り上げが減少したことによ
り、売上高は2,711百万円（前年同
期比0.4%減）となりました。
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インターネットビジネス関連の売
り上げが増加したことにより、売
上高は4,504百万円（前年同期比
18.3%増）となりました。

流通・サービス

（百万円）

決済システム関連の売り上げが増
加したことにより、売上高は1,018
百万円（前年同期比21.9%増）と
なりました。

金融
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企業向けのサービスシステム関連
の売り上げが増加したことにより、
売上高は1,355百万円（前年同期
比56.6%増）となりました。
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経営戦略への取り組み状況 一般事業主行動計画

「次世代法に基づく一般事業主行動計画」を策
定した企業が、その行動計画に定めた目標を達
成するなどの一定の要件（認定基準）を満たした
場合に、「子育てサポート企業」として厚生労働大
臣より受けることができる認定です。
認定取得により、認定マークを商品、広告、求
人広告などに表示し、「子育てサポート企業」であ
ることをPRでき、企業イメージの向上、労働者の
モラールアップ、優秀な労働者の採用・定着が期
待できます。
認定取得の効果もあり、2020年度における当社の離職率は2.9%と情報通信業

の年間平均離職率9.6%より低く、平均勤続年数は14.4年で情報通信業の平均勤
続年数11.7年より長くなりました。
なお、認定マークの星の数は、認定を受けた回数に応じて増えていきます。今回の
認定により、当社の星の数は2つになりました。

今後の取り組みとして、2021年4月1日より新たな行動計画を策定し、「くるみん
認定」の継続取得を目指します。
厚生労働省が実施した「令和2年度雇用均等基本調査」によると、男性の育児休業

取得率は12.65%となっており、政府は2025年までに30%とすることを目標に掲げ
ておりますが、当社はすでに前計画期間において政府目標を達成いたしました。
当社の新たな目標は、政府目標をさらに超える数値を設定しておりますが、これま

で実施してきた社内環境の整備により、十分に実現可能な目標であると考えており
ます。
社会的要請としての働き方改革に応えるべく、また、近年企業価値の指標の一つと

して注目を集めているSDGsへの取り組みの一環として、今後もさらなる努力を続け
てまいります。

ソフトウェア
開発関連事業

今後の取り組み ～「くるみん認定」の継続取得へ向けて～「くるみん認定」とは

システム開発事業の基盤拡大
得意の「通信システム」にオープンシステムの「流通・サービス」と「公共」を加えた3つの分野を当社の主力に定めて事業を拡大してまいります。また、さらなる成長に向けた領域
拡大として、今までの経験を生かせる「情報通信」と「モビリティ」の分野へ積極的に参画してまいります。
競争力の源泉である技術者育成には、事業部門における教育を人材育成部門と技術推進専任部門でサポートする体制を構築して、取り組んでおります。

「くるみん認定」の星が
2つになりました
当社は、2021年6月15日に、「次世代育成支援対策推進法（以下、「次世代法」という。）」に基づく
「くるみん認定」を取得いたしました。今回の認定は、2019年6月に続き2回目となります。
今後も、「子育てサポート企業」として、社員が仕事と子育てを両立できる働きやすい職場環境づくり
を進めてまいります。

計画期間

目標

2021年4月1日～2024年3月31日までの3年間
計画期間内に、男性社員の育児休業の取得率を40%以上にする

主力3分野へのコミットメント 成長に向けた領域拡大

開発技術の競争力強化・付加価値向上

（構成比率29%）
97億円
通信分野

1

次世代通信システムへの着実な貢献

46期 47期 48期 49期

9,162

1,479
2,042

9,62610,57210,690

（構成比率27%）
91億円

流通・
サービス分野

2

成長の原動力

46期 47期 48期 49期

中長期的に領域を拡大

46期 47期 48期 49期

「情報通信」分野の拡大

新たな行動計画

“モビリティ”分野への展開
 （コネクテッドカーは5GとAIの活用領域としても注目）

● コミュニケーションスキル
● マネジメントスキル

● 新技術への対応（5G、6G、IOWN構想、車載、AI）
● 顧客に寄り添った技術推進活動

● フルスタックエンジニア教育の推進
● 分野に特化した開発ノウハウ、業務ノウハウの蓄積

8,106
7,0886,734

5,378

（構成比率17%）
56億円
公共分野

3 5,4935,976
5,0115,004

48期

2,700
（予想）

50期49期

情報
通信

技術推進
専任部門人材育成部門

事業部門

交通インフラ
通信
クラウド
車載

上位サービス

クラウド（ITインフラ）

アジャイル開発（ソフト開発）

ドメイン知識・提案力（サービス運用）

プロジェクトマネジメント（管理）

50期

9,700
（予想）

50期

50期

9,100
（予想）

5,600
（予想）
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ト ピ ッ ク ス 株 主 メ モ

かわさきSDGsパートナーに
登録されました
SDGsの活性化を目指し、事業者のSDGs達成に向けた取り組み

を支援することを目的とした「かわさきSDGsパートナー」制度が川崎
市により創設されました。
当社は2020年の10月に登録された「かながわSDGsパートナー」

に引き続き、2021年7月30日に「かわさきSDGsパートナー」として
も登録されました。
SDGs（持続可能な開発目標）は、2015年に国連で採択された

「2030アジェンダ」に掲げられた、国際社会全体で取り組むべき世
界共通の目標です。
SDGsでは「誰一人取り残さない」ことをキーワードに、国や自治

体、企業、市民など全てのステークホルダーが役割を担い、SDGsに掲げられた17のゴールと169の
ターゲットの達成を目指して取り組むことが求められています。
当社では、SDGsへの貢献に向けて、主に以下を取り組んでいます。

今後も引き続き、情報通信技術の活用による社会的課題の解決を通じ、国際的な枠組みである
SDGsに貢献してまいります。

● 仕事と子育てを両立できる働きやすい職場環
境づくり（くるみん認定取得）。

● 女性技術者を増やし、雇用環境の整備を行っ
てジェンダー平等を推進。

● 障害を持つ方が安心して働ける、働きがいの
ある職場づくり。

● 従業員の生活に合わせた働き方ができるよう
勤務時間を調整するための取り組みや制度。

●自社製品開発（『V-Boot』、
『V-Class』、『V-Recover』、
『リモートアクセスシステム』
など）のICTインフラ開発で、
お客様の持つ課題の解決
や、経済発展に貢献。

● EMS活動を通じて、電力、ガスの
使用量を削減しCO2削減。

● 多摩川美化活動、三浦海岸清掃、
大阪市の公園清掃を行うことで、
川や海に流れるゴミを低減し海
洋汚染防止に貢献。

公告掲載URL

株式会社アルファシステムズ

1.	株主様の住所変更、配当金の振込みのご指定、買取請求その他各種お手
続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会
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〒211－0053 
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